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 栃木市長 鈴木俊美

　市民の皆さん、こんにちは。
　去る6月30日から、市民の皆さんと私をはじ
めとする市執行部が一同に会しまして、市の課
題等について話し合う「まちづくり懇談会ふれ
あいトーク」を、市内22か所の会場で行って
おります。現在日程のほぼ半分が終了したとこ
ろで、市民の皆さんから市へ様々な質問や要
望を直接お伺いする大変貴重な機会となってお
ります。今後ともぜひ皆さんの積極的なご参
加をお待ちしております。
　さて、今回は前回に引き続き、平成26年度
の主な事業について、栃木市総合計画の7つ
の基本方針に沿ってご紹介をいたします。
第３　安全安心で快適に暮らせるまちづくり
①防犯カメラ設置事業[452万円]
　犯罪から市民を守るため、未設置の全駅に
防犯カメラを設置します。
②橋梁長寿命化修繕事業[1億1千万円]

　老朽化した橋梁の安全
な通行を確保するため、補
修工事を行います。
③消防力適正配置調査
事業[400万円]
　現有消防力を効率的に配置するため、消
防署所・人員・車両等の配置・運用を調査
検証し、適正に配置します。
第４　健康で生きがいを持てるまちづくり
①高齢者健康鍼灸マッサージ事業[276万円]
　高齢者の鍼灸マッサージ施術料を助成しま
す。
②藤岡地域統合保育園整備事業[2億5,052
万円]
　藤岡地域の4保育園を1保育園に統合整備
します。
③生活困窮者自立支援事業[1,846万円]
　生活保護に至る前の段階で自立を支援する
ため、自立支援相談、学習支援、住宅支援
給付費の支給等を行います。
　来月もこの続きをお話しします。
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9
月
1
日
に
お
い
て
、
市
内

に
引
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年
以
上
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を
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す
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年
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、
次
の
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迎
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土
地
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用
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農
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確
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及
び

農
業
経
営
の
規
模
拡
大
を
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進
す

る
た
め
、
新
た
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利
用
権
設
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よ
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農
地
の
利
用
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積
を
図
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意
欲
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認
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農
業
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農
業
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積
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農
地
の
所
有
者
に
対
し
、
今
年
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付
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す
。

◆
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農
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出
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手…
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有
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▽
農
地
の
受
け
手…

市
内
に
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す
る
認
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農
業
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◆
対
象
農
地

　

平
成
26
年
4
月
1
日
以
降
、

補
助
対
象
者
双
方
に
よ
り
、
新

た
に
5
年
以
上
の
利
用
権
設
定

を
し
た
合
計
面
積
1
千
㎡
以
上

の
農
業
振
興
地
域
内
の
農
地
。

た
だ
し
、「
農
地
の
利
用
集
積

に
伴
い
国
又
は
県
の
補
助
金
交

付
の
対
象
に
な
る
場
合
」
及
び

「
利
用
権
再
設
定
農
地
」
は
該

当
し
ま
せ
ん
。
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補
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額

▽
農
地
の
出
し
手

　

5
千
円
／
1
千
㎡

▽
農
地
の
受
け
手

　

1
万
円
／
1
千
㎡

※

詳
細
は
、
市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

を
参
照
す
る
か
、
左
記
へ
。

　
 

農　

林　

課
☎
（21）
2
3
8
5

　
 

産
業
振
興
課
☎
（43）
9
2
1
2

　

 
産
業
振
興
課
☎
（62）
0
9
0
6

　

 
産
業
振
興
課
☎
（29）
1
1
0
4

　

 

産
業
建
設
課
☎
（92）
0
3
1
3

　

 

産
業
振
興
課
☎
（55）
7
7
6
4

栃木ケーブルテレビで市長通信を放映しています。

　市では、平成２６年１０月１日診療分から、これまで小学校６年生までだったこど
も医療費助成制度の現物給付（医療機関窓口での保険診療分の負担額が無料とな
る制度）の対象年齢を中学生まで拡大します。これにより、中学生以下のすべての
お子さんが、栃木県内の医療機関等を受診する際は、医療機関等の窓口で保険診
療分の負担額が無料となります。

　受給の登録をすでにされている中学生のお子さんには、9月下旬に新しい受給資格
者証を郵送します。10月以降に栃木県内の医療機関等を受診する際は、必ず新受給
資格者証と健康保険証を窓口で提示してください。
※受給資格者証を提示しない場合や、栃木県外の医療機関で受診した分は、これ
までと同じように、市役所窓口に領収書を提出して下さい。後日振込します（償還払
い）。
※小学 6年生以下のお子さんは、現在の受給資格者証をそのままお使いください。

こども医療費助成制度の現物給付を中学生まで拡大します
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大
都
岩

平成 26年度の主な事業について

☆変更内容

年齢区分 現　　在

3歳未満

償還払い うす紫色

水色

クリーム色栃木県内の
医療機関
現物給付

栃木県内の
医療機関
現物給付

給付方式 資格者証の色
平成 26 年10月～

ピンク色

水色

クリーム色

給付方式 資格者証の色

3歳～
小学生6年生

年齢区分

3歳未満

中学生中学生

3歳～
小学生6年生

保険医療課　☎（21）2136　　　生活環境課　☎（43）9216
生活環境課　☎（62）0903　　　生活環境課　☎（29）1102
生活環境課　☎（92）0307　　　生活環境課　☎（55）7762

本大藤都西岩

本大藤都西岩

本大藤都西岩

藤都西岩

　

農
地
集
積
・
集
約
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推
進

し
、
地
域
の
農
地
利
用
の
最
適
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や
規
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拡
大
に
よ
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農
業
経
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の
効
率
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を
進
め
る
た
め
、

農
地
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中
間
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な
る

栃
木
県
農
地
中
間
管
理
機
構
が

平
成
26
年
3
月
に
設
立
さ
れ
ま

し
た
。
農
地
を
耕
作
で
き
ず
管
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に
困
っ
て
い
る
方
か
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要
件
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適
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す
る
農
地
を
機
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け
、
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拡
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た
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に

農
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け
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す
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付
け
た

い
意
向
が
あ
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窓
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に
相
談
く
だ
さ
い
。
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退
職
を
し
た
と
き
は
、
国
民

年
金
に
加
入
す
る
届
出
が
必
要

で
す
。

◇
届
出
が
必
要
な
方  

20
歳
以

退
職
後
の
国
民
年
金
手
続
き

上
60
歳
未
満
で
、
厚
生
年
金
適

用
事
業
者
等
を
退
職
し
た
方
及

び
そ
の
退
職
者
に
扶
養
さ
れ
て

い
た
配
偶
者

◇
届
出
の
期
限  

退
職
日
の
翌

日
か
ら
14
日
以
内

◇
必
要
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も
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健
康
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国
民
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金
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1
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5
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届
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を
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な
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と
、
将
来
年
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が
受
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取
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な
か
っ
た
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、
年
金
の
額
が
少

な
く
な
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
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大本

　

6
月
25
日
（
水
）、
栃
木
県

消
防
学
校
（
宇
都
宮
市
）
に
て

開
催
さ
れ
た
「
第
40
回
栃
木
県

消
防
救
助
技
術
大
会
」
の
ほ
ふ

く
救
出
の
部
に
お
い
て
、
栃
木

市
消
防
署
か
ら
出
場
し
た
高
木

孝
昌
・
牛
久
義
崇
・
増
山
裕
樹

チ
ー
ム
が
優
勝
し
ま
し
た
。

　

8
月
27
日
（
水
）
に
千
葉
県

で
開
催
さ
れ
る
「
第
43
回
全
国

消
防
救
助
技
術
大
会
」
に
栃
木

栃
木
市
消
防
署

栃
木
県
消
防
救
助
技
術
大
会
で
優
勝

栃木県消防救助技術大会で優勝

県
代
表
と
し
て
出
場
し
ま
す

の
で
、
ご
声
援
よ
ろ
し
く
お

願
い
し
ま
す
。


